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This report is an experimental study of new online content for nursing education. Currently, university 
students can study various online contents on a personal computer. In order to create more effective 
online content for nursing education, we compared it with existing online teaching materials and 
investigated the characteristics of necessary ICT equipment. It became the basic material for creating 
new online content for nursing education. 
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1.はじめに 

今回、コロナ禍となり、ようやく様々な教育機関

が、オンラインによる教育方法について、真剣に試

行錯誤を行う（行わざるを得ない）段階となった。

新しい映像技術や ICT は年々、高性能化および利便

化されてきており、様々な分野での活用が期待され

ている。特に医療系の養成学校では、より効果的な

技術習得などのため、次々と新しい映像技術や ICT

の活用が行われてきている。 

本研究は、新しい映像技術や ICT 技術の応用によ

り、どのような看護教育におけるオンラインコンテ

ンツを開発していくことができるのか、その可能性

を探るための実験的調査である。      

実際に新しい映像機器および ICT を使用し、看護

の演習での活用できるオンラインコンテンツを作成

し、数パターンの実験的検討を行った。同時に、最

新の映像技術や ICT に関する基礎知識および特徴を

理解し、現在、看護教育に使用している教材などと

の比較調査も行った。 

そして、オンラインコンテンツ制作における必要

な機材などについても比較検討を行った。調査内容

をまとめ、どのような看護教育におけるオンライン

コンテンツを制作していく必要があるのか、また、

オンラインコンテンツの開発サイクルについても明

確にした。 

 

いつでもどこでも学生が自由に利用できるオンラ

インコンテンツ環境を整えていくための基礎資料と

なるよう、研究及び調査内容をまとめた。 

今後、教育現場において、新しい映像技術や 

ICT の活用は、必要不可欠であり、新しいオンライ

ンコンテンツの開発が、より有意義な教育方法のひ

とつとして、質の高い選択肢となるのではないかと

考えている。 

 筆者はすでにパソコン上で動作する看護教育の

ためのオンラインコンテンツの開発に着手しており

(写真 1)、いくつかの実証実験も行っている。今回の

報告により、看護教育の関わる教員だけでなく、様々

な教育機関の関係者との情報共有も期待している。 

 

 

写真 1 看護教育におけるオンラインコンテンツの例 
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2.研究方法 

まず、看護教育における現状のオンライン教材と、

最新の映像技術や ICT を活用したオンラインコンテ

ンツの比較検討を行った。 

そして、新しい映像技術や ICT を用いた演習に必

要な機材やコンテンツおよび看護教育オンラインコ

ンテンツにおける開発サイクルを検討した。 

 次に実際にオンラインコンテンツを開発してい

くプロセスをまとめ、どのような開発環境やプラッ

トフォームを形成していく必要があるかを検討した。 

 最後に、後のオンラインコンテンツの限界、具

体的には実際の対面実習や演習との比較を検討した。 

 

3.研究結果 

看護教育における現状のオンライン教材と、最新

の映像技術や ICT を活用したオンラインコンテンツ

の比較検討を行った結果をもとに、「現実感」と「相

互性」に焦点を当てた比較図を作成した。(図 1)  

図 1 現状のオンライン教材と、最新の映像技術や 

ICT を活用したオンラインコンテンツの比較 

 

実際にオンラインコンテンツを開発するにあたり、

必要な機材を実際に購入して、試行し、それぞれの

効果や特徴をまとめた図を作成した。(図 2) 

 

図 2 看護教育のオンラインコンテンツ作成に 

活用できる機材のまとめ 

 

看護教育オンラインコンテンツにおける開発サイ

クルを検討した結果をもとに、効果的な開発サイク

ルの図を作成した。(図 3) 

 

図 3 オンラインコンテンツの効果的な開発サイクル 

 

次に実際にオンラインコンテンツを開発していく

プロセスをまとめ、どのような開発環境やプラット

フォームを形成していく必要があるかを検討した結

果、学内におけるオンラインコンテンツを取り巻く

環境やどのようなコーディネートが必要であるかが

明らかになった。(図 4)(図 5) 

 

図 4 オンラインコンテンツを取り巻く学内の環境 

 

 

 

 

図 5 オンラインコンテンツ開発のコーディネート 

 

最後にオンラインコンテンツの限界、具体的には

実際の対面実習や演習との比較を検討した結果、「実

際の実習」時における「動作」「蝕知」「場所」に焦点

をあてた比較図を作成することができた。(図 6) 
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図 6 オンラインコンテンツと実際の実習との比較 

 

 

4.考察 

今回、実際に ICT を活用して様々なオンラインコ

ンテンツを制作してみた結果、技術の進化とともに、

安価で高性能な映像関連の機器が手に入り、そして

それほど難しくないレベルで操作ができることがよ

く分かった。具体的には、図 2 にあるような 360 度

カメラや構成のパソコンでの CG（コンピューターグ

ラフィックス）制作ソフトなどである。ここでいく

つかを紹介する。下の画像は、ホームページの HTML

プログラムで制作したもの、CG（コンピューターグ

ラフィックス）を活用したもの、そして 360 度カメ

ラで制作したものである。（写真 2～4） 

 

 

 

写真 2 360 度カメラを活用したオンラインコンテンツ 

 

 写真 3 CG を活用したオンラインコンテンツ 

 

写真 4  HTML プログラムによるオンラインコンテンツ 

 

看護教育における現状のオンライン教材と、最新

の映像技術や ICT を活用したオンラインコンテンツ

の比較検討を行った結果より、演習などにおける、

「相互性」や「現実感」といった観点から考察する

と、新しい映像技術や ICT を活用する演習の位置づ

けが明確になった。この位置づけを意識しながら、

ほかの教材との組み合わせを検討していくことで、

「相互性」や「現実感」をそれぞれで補完しながら、

効果的な学修を行っていくことができるのではない

かと考える。 

今まで行われていた実際の演習と新しい映像技術

や ICT を活用する演習とでは、それぞれのメリット

およびデメリットが存在し、習得する技術の内容や

学修目標に応じて、演習方法の検討や使い分けが必

要であると考える。 

新しい映像技術や ICT の種類と特徴を調査し、実

際に検証することで、看護教育において新しい映像

技術や ICT などをどのように活用していくべきかを

検討するための現実的な基盤を構築できたのではな

いだろうか。 

看護教育における現状の教材と新しい映像技術や

ICT の特徴、看護教育における教材と新しい映像技

術や ICT の比較、看護教育における必要な機材やコ

ンテンツについて、それぞれの特徴が明確になった

ため、これらを情報共有することで、より効率的に

質の高いオンラインコンテンツの開発を進めていけ

るのではないかと考える。 

そして多くの看護教員がこのようなオンラインコ

ンテンツの開発を行っていけるようなプラットフォ

ームの形成が重要であり、コーディネートを行う教

員や委員会などの組織づくりが重要となってくると

思われる。 

看護教育におけるオンラインコンテンツは、使用

用途、使用人数によっても様々な調整が必要である

海外に比べ、日本における看護系オンラインコンテ

ンツの種類もまだ不十分であるため、様々な専門家

との連携をはかり、より効果的に看護教育のオンラ
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インコンテンツの充実を急ぐ必要がある。 

 現在の映像技術によるオンラインコンテンツは、

とてもリアリティ（現実感）があるため、それを用

いた教育は、実際の現場での看護の質の向上にどの

くらい影響があるのかについては、引き続きオンラ

インコンテンツの開発とともに調査を行っていく予

定である。 

今後は、実際の経験が重要とされている、病院な

どの現場での実習場面をオンラインコンテンツの目

玉として、開発を進めていきたいと考えている。新

しい映像技術や ICT を活用したオンラインコンテン

ツで、どのように、実習などのリアリティを表現し

ていけるのか、そして、そのオンラインコンテンツ

の教育効果の検証も同時に行っていく必要があるだ

ろう。 

現在、コロナ禍において、オンライン演習や、シ

ミュレーションや新しい映像技術や ICT を活用した

教育方法のニーズは高まっており、すぐに実践で活

用できるような新しいオンラインコンテンツの誕生

が望まれている。 

今後も、実際に新しい映像技術や ICT を活用して、

オンラインコンテンツの開発を行っていくとともに、

たくさんの看護系学校の教員との連携をはかり、学

校の垣根を越えた、皆で共有できる新しい教材作成

のためのプラットフォームを形成しながら、看護教

育のためのオンラインコンテンツに関する研究を継

続していく予定である。今回の報告は、それらの研

究活動をさらに推し進めていくための基礎資料とな

った。 
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